
青梅市・第九消防方面合同 土砂災害水防訓練の実施 青梅市

・台風を想定した土砂災害・水災に関する訓練。
・防災士による簡易水防工法を実施したほか、各防災機関合同による水防工法、道路啓開、
土砂災害救助訓練等を実施した。
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道路啓開

簡易水防工法 水防工法

土砂災害救助
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自主防災訓練の実施支援・参加 福生市

福生市の洪水浸水想定区域内に位置する４地区の自主防災組織が合同で開催している、水害
対策に主眼を置いた自主防災訓練が、令和５年12月２日（土）に開催された。
消防署員の指導による簡易水防工法訓練・応急救護訓練のほか、東京消防庁のまちかど防災
車や、風水害の危険区域を確認するまち歩き訓練等、住民参加型の訓練が実施されたほか、市
においては、避難所の資機材として、簡易間仕切りと段ボールベッドを持参し、組立訓練の指導
を行った。

（参考）令和４年度第26回 「四地区合同水・防災訓練」の写真

写真（左）：簡易間仕切り・段ボールベッドの組立訓練の様子 写真（右）：開会式で来賓あいさつをする福生市長
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住民、関係機関が連携した避難訓練等の充実 羽村市

多摩川周辺の３町内会が合同して、洪水に関する防災研修・防災訓練を実施した。
合わせて、タイムラインに関する出前講座（羽村市が説明）を実施した。

実施日：令和5年7月30日（日） 場所：田ノ上会館
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ハザードマップの周知活動 あきる野市

市の産業祭や総合防災訓練の展示ブースにハザードマップを掲示し、市民に対して周知活動を
行うとともにハザードマップについてのアンケートを実施

80％の人が、ハザードマップで自宅の危険度を確認している。（令和4年度 産業祭アンケート結果より）
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防災意識の向上を図るため防災講和に取り組んでいます。 瑞穂町

〇令和５年度は、現時点で、小学校、瑞穂農芸高等学校への防災講和、中学校PTAの防災支援
などを行った。
〇応急給水栓やマンホールトイレ、防災行政無線等の災害時使用する資機材の紹介した。

瑞穂第一小学校 瑞穂第四小学校
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水害ハザードマップ作成、改良と周知 瑞穂町

○令和2年度に外力を想定最大規模降雨とした洪水ハザードマップを作成

洪水ハザードマップ添付

○令和2年度に住民全員に周知をしてもらうため、全戸配布を行った。
○令和2年度に改定したハザードマップでは、地図面では、危険地区・避難所等を記載し、また情
報面では、防災情報や発災後の対応等について記載しました。
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要配慮者利用施設における避難確保計画作成等の促進 瑞穂町

〇令和2年度に土砂災害警戒区域内の各要配慮者利用施設管理者に対し、周知をし、避難確保
計画の作成支援を行いました。
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日の出町地域防災計画の改定 日の出町

⃝令和４年度に東京都が公表した「首都直下地震等による東京の被害想定」や令和５年「東京

都地域防災計画震災編」の改定を受けて「日の出町地域防災計画」を現在改定中。震災編の

見直しがメインとなっており、想定避難者数の修正のほか各種個別計画の内容も反映させた

改定となっている。
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個別避難計画の策定推進 檜原村

避難行動要支援者の個別避難計画の策定推進

○令和４年度より避難行動要支援者の個別避難計画を策定している。

○個別避難計画の策定対象者は、施設入所者を除く要介護１～５及び身体障がい者手帳１級又は愛の手帳１級の
所持者。

○村の福祉部局である「福祉けんこう課」と連携し、避難行動要支援対象者へ個別に名簿への登録、計画策定の同
意を働きかけた。

○計画策定の同意を得た順に避難行動要支援者の個別避難計画の策定を進めた。

○計画の策定にあたっては、対象者の介護、障害の程度やサービス利用状況を熟知している村内外の福祉事業者
６事業者と契約を行い、ケアマネージャー等の専門的な知見を得ながら、対象者の状況や村の災害特性を踏まえた
計画の策定を効率的に行っている。

○令和４年度は３６件の個別避難計画を策定した。令和５年度は５件分を見込んでいる。令和６年度以降も引き続き
計画策定の予算を計上していく予定。
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防災学習セミナーの実施 奥多摩町

９月３日（日）の総合防災訓練後、奥多摩町福祉会館において、自治会役員、消防団員などを
対象とした防災セミナーを実施した。セミナーは、東京都の「東京防災学習セミナー事業」を活用
し、都委託先の講師による講演形式とした。講演のメインテーマは、関東大震災100年に際しての
震災対策であったが、自主防災組織による共助の重要性や安否確認の方法など、風水害時にも
当てはまる内容も含まれていた。参加者：９４名
なお、奥多摩町では、総合防災訓練において、震災訓練と風水害訓練を隔年で交互に実施す
ることとしており、来年度は風水害訓練実施後、風水害対策に関する講演・セミナーを実施できれ
ばと考えている。
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